
様式第1号(第6条関係) 

年  月  日 

 

 北杜市長    様 

 

申請者              

住所             

氏名             

電話番号           

 

木造住宅耐震改修等事業費補助金交付申請 書 

 

 北杜市木造住宅耐震改修等事業費補助金交付要綱第6条第1項の規定に基づき、耐震改

修等を行いたいので、下記のとおり申請します。 

 

記 

 

住宅の

概 要 

事 業 内 容 
耐震改修・耐震建替 

耐震シェルター（既製品・構造設計一級建築士の設計品） 

住 宅 の

所 在 地 

 

住宅の種類 専用住宅 ・ (   )併用住宅 

建 築 年 次        年  月着工、  年  月完成 

階 数   延べ床面積 m2 

併 用 住 宅 の 住 宅 以 外 の 面 積 m2 

工 事 費 等 

予 定 工 期 年 月 日 ～  年 月 日 

総 工 事 費 円 

内設計、補強計画費 円 

補 助 対 象 工 事 費 円 

総 合 評 点 判 定 費 円 

補 助 申 請 額 円 



 

※添付書類 

 1 耐震改修設計又は耐震建替工事の設計に係る見積書の写し 

 2 耐震改修工事等に係る見積書の写し 

 3 耐震診断結果報告書の写し 

 4 耐震補強計画書の写し 

  (1) 案内図・平面図 

  (2) 補強計画図、その他補強方法を示す図書 

  (3) 耐震改修等後の建物についての耐震診断の総合評点(建築士の記名のあるも

のに限る。) 

 5 建築確認済証の写し(建築基準法(昭和25年法律第201号)第6条第1項の規定により

確認済証の交付を受けた場合に限る。) 

 6 住民票抄本 

 7 市税等納税証明願(様式第2号) 

 8 戸籍の全部事項証明書等（居住している者が所有者の３親等以内の親族の場合に

限る。） 

 9 旧耐震基準の木造住宅の除却における容易な耐震診断調査票（様式第３号。建替

え工事で旧耐震基準の木造住宅の除却における容易な耐震診断を実施した場合に限

る。） 

10 建築士の資格者証の写し（建替え工事で旧耐震基準の木造住宅の除却における容

易な耐震診断を実施した場合に限る。） 

11 その他市長が必要と認める書類 

 

 

 

 

 

 

 

【情報提供等に関する署名欄】 

１ 木造住宅耐震診断の可否を決定するに当たり、固定資産課税台帳、建築確認申請

その他この事業の事務遂行に必要な公募の閲覧又は照会を行うことに同意します。 

２ 北杜市暴力団排除条例（平成２４年北杜市条例第２９号）第２条第４号に規定す

る暴力団又は同条第５号に規定する暴力団員等ではないことを誓約します。 

 

 

本人署名            

 



様式第 2号（第 6条関係） 

 

市税等納税証明願 

 

年  月  日  

 

北杜市長 

 

住 所 

氏 名 

生年月日 

 

現在、市税等及び延滞金を滞納していないことを証明願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり相違ないことを証明します。 

 

年  月  日 

 

市区町村長         □印 

 



様式第3号（第6条関係） 

 

旧耐震基準の木造住宅の除却における容易な耐震診断調査票 

 

調査日時：   年  月  日 午前・午後  時 

建築士（調査者）氏名：          

建築士（調査者）登録番号：          

Ⅰ） 建築物の概要 

１．建築物の所有者： 

２．建築物所在地： 

３．階 数 ： 

 

Ⅱ） 前提条件の確認（いずれも必須）                チェック欄 

木造住宅である  

昭和５６年５月３１日以前に新築の工事に着手した  

 

Ⅲ） 一見して倒壊の危険性があると判断できる項目 

 （１以上ある場合は倒壊の危険性があると判断）           チェック欄 

建物全体 
全体又は一部に崩壊がある  

全体又は一部に傾斜や変形がある  

地盤・基礎 

地盤沈下が生じている  

基礎がコンクリート以外(玉石､石積み､ブロック等)である  

基礎がコンクリートであり、ひび割れや欠損が見られる  

老朽・腐朽 

柱、梁、壁、土台等の構造部に白蟻の被害がある  

柱、梁、壁、土台等の構造部に腐朽が見られる  

柱、梁、壁、土台等の構造部に損傷や欠損が見られる  

 

Ⅳ） 壁の割合 

一見して倒壊の危険性があると判断できない場合でも、壁の割合が０．８未満である

場合は、倒壊の危険性があると判断できるものとする。 

（イ）    （ロ）     （ハ）      （二）   （ホ）壁の割合 

方向 壁の長さ（ｍ） 建面（㎡） イ／ロ 必要値 ハ/ニ 

Ｘ      

Ｙ      

 

 



（別紙） 

Ⅳ）壁の割合 記入用紙 

壁の長さの計測 
                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

 

 

1ｍ 

Ⅹ方向 

Ｙ
方
向 



 

（イ） 壁の長さの合計 

① Ｘ（横）方向          ② Ｙ（縦）方向 

① 

 

 

ｍ 

② 

 

 

ｍ 

 

①②のうち小さいほうを記入してください。 

イ 

 

 

ｍ 

 

（ロ） 面積 

ロ 

 

 

㎡ 

 

（ハ） 単位面積あたりの壁の長さ 

イ 

 
÷ 

ロ 
＝ 

ハ 

 

（ニ） 必要な壁の長さ 

二 

 

 

ｍ 

 

下の表から該当するものを選んで記入してください。 

 階数 

屋根の種類 
平 家 ２階建 

軽い屋根 

（鉄板葺・石綿板葺・スレ

ート葺等） 

０．２０ ０．５２ 

重い屋根 

（かや葺・瓦葺等） 

  

０．２７ ０．５９ 

 

（ホ） 壁の割合 

ハ 

 
÷ 

ニ 
＝ 

ホ 

 

  



（別紙） 

Ⅳ）壁の割合 記入用紙 

壁の長さの計測 
                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

 

 

記入例 

５ １.５ ２ 

１.５ ２ ０.５ 

３ 

０.５ １.５ ２ 

２ 

１ 

２ ０.５ １ １.５ 

０
.５

 

２
 

２
 

２
 １

 
０
.５

 
４
.５

 

１
 

１
 

２
 

０
.５

 

０
.５

 
１
 

０
.５

 

１
 

1ｍ 

Ⅹ（横）方向 

Ｙ
（
縦
）
方
向 

 

壁の長さを計測して記入してください。 

・１㎝で１ｍとして記入してください。 

・５㎜方眼です。 

・計測した長さをそのわきに記入してください。 

・窓、ふすま、障子、ドアなどの開口部は記入不要です。 

・２階建ての場合は１階部分のみ記入してください。 



 

（イ） 壁の長さの合計 

① Ｘ（横）方向              ② Ｙ（縦）方向 

① 

２７．５ 

 

ｍ 

② 

２０ 

 

ｍ 

 

①②のうち小さいほうを記入してください。 

イ 

２０ 

 

ｍ 

    

（ロ） 面積 

ロ 

７５ 

 

㎡ 

 

（ハ） 単位面積あたりの壁の長さ 

イ 

２０ 
÷ 

ロ 

７５ 
＝ 

ハ 

０．２７ 

 

（ニ） 必要な壁の長さ 

二 

０．２０ 

 

ｍ 

 

下の表から該当するものを選んで記入してください。 

 階数 

屋根の種類 
平 家 ２階建 

軽い屋根 

（鉄板葺・石綿板葺・スレ

ート葺等） 

０．２０ ０．５２ 

重い屋根 

（かや葺・瓦葺等） 

  

０．２７ ０．５９ 

 

（ホ） 壁の割合 

ハ 

０．２７ 
÷ 

ニ 

０．２０ 
＝ 

ホ 

１．３５ 

 

 

 



様式第 5号(第 7条関係) 

 

年  月  日 

 

 北杜市長    様 

 

申請者               

住所             

                氏名             

電話番号           

 

木造住宅耐震改修等事業計画変更承認申請書 

 

   年  月  日付け第    号により補助金交付決定の通知を受けた木造住宅耐

震改修等事業の計画を下記のとおり変更したいので、北杜市木造住宅耐震改修等事業費補

助金交付要綱第 7条第 1項の規定に基づき申請します。 

 

記 

 

1 住宅の所在地 

 

2 住宅の種類 

 

3 事業内容  耐震改修・耐震建替・耐震シェルター 

 

4 変更事項 

 (1) 施工箇所及び施工方法の変更 

 

 (2) 補助金額の変更 

 

 (3) その他 

 

※添付書類 

  ・変更後の耐震改修工事等に係る見積書 

  ・変更耐震改修等計画書(補強前後の平面図) 

  ・その他変更内容が判断できる書類 

 

 



様式第7号(第7条関係) 

年  月  日 

 

 北杜市長    様 

申請者              

住所             

氏名             

電話番号           

 

木造住宅耐震改修等事業計画遅滞等報告書 

 

   年  月  日付け第    号により補助金交付決定の通知を受けた木造住宅耐

震改修等事業の計画について、下記のとおり事業の遅滞が生じたので北杜市木造住宅耐震

改修等事業費補助金交付要綱第7条第4項の規定により報告します。 

 

記 

 

1 住宅の所在地 

 

2 住宅の種類 

 

3 事業内容  耐震改修・耐震建替・耐震シェルター 

 

4 遅滞等の内容 

 

5 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第9号(第8条関係) 

 

年  月  日 

 

 北杜市長    様 

 

申請者              

住所             

氏名             

電話番号           

 

木造住宅耐震改修等事業計画廃止(中止)届 

 

   年  月  日付け第    号により補助金交付決定の通知を受けた木造住宅耐

震改修等事業の計画について、下記のとおり廃止(中止)したいので北杜市木造住宅耐震改

修等事業費補助金交付要綱第8条の規定により届け出ます。 

 

記 

 

1 住宅の所在地 

 

2 住宅の種類 

 

3 事業内容  耐震改修・耐震建替・耐震シェルター 

 

4 廃止(中止)の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第10号(第9条関係) 

 

年  月  日 

 

 北杜市長    様 

 

申請者              

住所             

氏名             

電話番号           

 

木造住宅耐震改修等事業着工届 

 

   年  月  日付け第    号により補助金交付決定の通知を受けた木造住宅耐

震改修等事業の計画について、下記のとおり着工したので、北杜市木造住宅耐震改修等事業

費補助金交付要綱第9条第1項の規定により届け出ます。 

 

記 

 

1 住宅の所在地 

 

2 住宅の種類 

 

3 事業内容  耐震改修・耐震建替・耐震シェルター 

 

4 着工年月日        年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第11号(第10条関係) 

 

年  月  日 

 

 北杜市長    様 

 

申請者              

住所             

氏名             

電話番号           

 

木造住宅耐震改修等事業完了実績報告書 

 

   年  月  日付け第    号により補助金交付決定の通知を受けた木造住宅耐

震改修等事業の計画について、下記のとおり事業が完了しましたので、北杜市木造住宅耐震

改修等事業費補助金交付要綱第10条第1項の規定により報告します。 

 

記 

 

1 住宅の所在地 

2 住宅の種類 

3 事業内容  耐震改修・耐震建替・耐震シェルター 

4 完了の年月日       年  月  日 

5 添付書類 

 (1) 工事契約書及び領収書の写し 

 (2) 工事写真(施工箇所毎の施工前、施工中及び完了時が確認できるもの) 

 (3) 山梨県木造住宅耐震診断技術者の確認を証するもの(当該報告書兼用：下段による) 

 (4) その他市長が必要と認める書類 

 

耐震性能の確認 

  本件の木造住宅耐震改修等事業は、木造住宅耐震改修等事業費補助金交付申請書に基

づき工事が完成したことを証します。 

 

 

工事監理者等 氏名            

 

 

 



様式第13号(第12条関係) 

 

年  月  日 

 

 北杜市長    様 

 

申請者              

住所             

氏名             

電話番号           

 

木造住宅耐震改修等事業費補助金支払請求書 

 

 北杜市木造住宅耐震改修等事業費補助金交付要綱第12条の規定に基づき、下記のとおり

補助金を請求します。 

 

記 

 

1 住宅の所在地 

 

2 住宅の種類 

 

3 事業内容  耐震改修・耐震建替・耐震シェルター 

 

4 請求額           円 

 

5 振込先 

振 込 先

金 融 機 関 

金 融 機 関 

銀行    本店(所)  

農協    本店・支店 

  

預 金 の 種 類 普通 ・ 当座(該当を○で囲む) 

口 座 番 号   

フ リ ガ ナ   

口 座 名 義 人   

 

 


